
I．はじめに

　下北半島の海底林については，これまで奈良・

山口（2000, 2002），藤井ほか（2002, 2003）等

の成果が報告されている。

　下北半島は本州の北端にあり斧の形をして津軽

海峡で北海道と対峙している。半島の地形は斧の

刃部分にあたる下北山地，本体と柄を繋ぐ中央低

地，および柄にあたる部分の砂子又丘陵からなる。

これは東北日本北部の奥羽脊梁山脈，北上川低地

帯，北上・阿武隈山地帯に対応している。

　下北山地は大作山など海抜 700 ― 500　mの山地

を構成する先第三系の長浜層を囲み新第三系が発

達し，その東に恐山，むつ燧岳火山がある。恐山

の活動は三区分され（冨樫 , 1977 ; 守屋 , 1983 ; 桑

原・山崎 , 2001），82 ― 79万年前（伴ほか , 1992）

の釜臥山活動期，19―30万年前の主活動期（Imai 

and Shimokawa, 1988）その後の後カルデラ活動
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期に分けられている。

　柄にあたる東側の丘陵は海抜 400　mの桑畑山丘

陵などからなり，太平洋側には砂丘が発達してい

る。地質は先第三系の尻屋層を基盤とし，その上

位に新第三系のグリーンタフ時代の泥岩や安山岩

質岩石などが分布している。

　中央低地帯には沖積平野と海成段丘が分布し，

その地質は新第三系の砂子又層を基盤に中期更新

統の田名部層からなる。本層は沿岸性～浅海性の

堆積物からなり，岩相の変化が激しく堆積環境の

変化の激しいことを示している。砂層を主体とし

礫層，泥層，軽石層が入り全体的に凝灰質なのが

特徴である。埋没林が狭在し，一部海底林になっ

ている。海成段丘は中央低地，東部丘陵，津軽海

峡に面した地域に広く分布している（図 1 , 表 1）。

II．海底林の産状と時代

　海底林は津軽海峡に面した関根浜海岸とその延
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図 1　a：位置図，b：関根浜海底林分布図，c：川内町田野沢海底林分布図．

表 1　層序表．
＊ 1：119―30 万年前，＊ 2：79―80 万年前．



長に分布している。また陸奥湾に面して川内町田

野沢でも発見されている。関根浜海岸には高さ

10　m前後の海食崖があり，それが数 km広がり埋

没林や海底林が見られる。下北半島の太平洋岸も

陸奥湾岸も潮差が 70―100　cmあり，満潮時には潮

が海食崖まできて海沿いに歩けないところもある

（図 1）。

　海底林を構成する植物遺体から採取した 3試料

の C14放射年代測定がなされた。いずれも年代測

定の限界の約 5万年前前後（奈良・山口 , 2000 ; 

賀佐ほか , 2003）であったので，次のように時代

を決めた。

 

　1）川内町田野沢の海底林の産状と時代

　川内町田野沢の海岸は礫浜になっており，潮間

帯を構成する中期の田名部層の泥炭層中に多数の

木片が散在し，その中にサワラの樹根がある。断

面は 90　cm× 70　cm，80　cm× 50　cmなどである

（表 2）。地質は柱状図（図 2）に示すとおり k1―k7

に区分され，k2の泥炭質泥層に海底林が含まれて

いる。k3の亜炭は厚さ 70　cmで採掘されたことも

あり，場所によって泥層を挟み 2層になる。花粉

分析によると k2，k3層とも Abies, Piceaの多い

冷涼な環境を示している。これらを石英安山岩質

凝灰角礫岩の火砕流堆積物が不整合に覆っている。

基質は凝灰質で石英，角閃石を含み，基質は角礫
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n3

図 2　a：川内町田野沢柱状図，b：根古基柱状図，c：石持納屋漁港東 500m 柱状図．



より圧倒的に多い。角礫は複輝石安山岩が最も多

く，石英安山岩，凝灰岩や基盤岩の礫などである。

このような火砕流堆積物は恐山の主要活動期に噴

出している。恐山の主要活動期の年代は 19―30万

年前となっている（Imai and Shimokawa, 1988）。

この火砕流堆積物は分布と層序から主要活動期中

でも最も活発な Tn-A，B，Cに相当し，その時期

はMIS8（桑原・山崎 , 2001）に対比される（図

3）。

　2）関根浜西部新納屋海岸の海底林の産状と時代

　ここは出戸川河口の右岸で海食崖はなく砂浜が

広がり，潮間帯は基盤の軽石質礫層からなってお

り，そこに海底林が狭在する。樹径 2.5　mのスギ

がありほかにネズコを含む倒木が 3本知られてい

る。沖合 300　mの水深 4　mにトウヒを含む倒木が

ある。

　この海底林は軽石礫層中にあり，この層は正津

川軽石流（Tn-C-Sh），出戸川軽石流（Tn-A-Dt），

関根軽石流（Tn-A-Sk）の何れによるか現在未定

である。しかし位置的にこれらの軽石流が最も近

い。これら Tn-A，B，CはMIS8時代の噴出物で

ある。軽石礫層は二次堆積物であるが，ほかの礫

が少なく流出時代が噴出時代と離れていないので，

新納屋海底林の形成時代はMIS8の時代前後にな

る。

　3）関根浜東部根古基海岸の海底林の形成時代

　関根浜漁港と関根港との間の約 800　mの海岸で

春の大潮の干潮時に岸から約 10　m，水深 50　cm

前後に 4本のトネリコの樹根と，長さ数mの倒木

が分布している。沖合 300　mの水深 4　mにもハン

ノキのほか多くの倒木が知られている（写真 1）。

　根古基の海食崖に洞爺テフラが分布しているの

で，テフラ以下の地層は 10万年前より古く，また

崖の上面はMIS5.5の海成段丘なので12万年前よ

り古くなる（岩崎 , 1987）。

　海底林を含む地質は柱状図の様に n1-n16に区

別できる。海底林は n2の泥炭層に木片や種実と一

緒に産出する。n3までは陸成層で n4から上は海

棲貝や海綿の骨針が入っており海の環境を示し，

花粉分析では n1は冷涼で，n2から現在と同様な

気候になっている。n9と n12の礫層は堆積環境
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図 3　酸素同位体ステージと恐山の活動との関係
（桑原・山崎 , 2001）．

写真 1　根古基海底林．



の変化を示している。n3，n5，n9の軽石層は，

その厚さが軽石の供給源と考えられる恐山の火山

活動を示している可能性が高く，層序や厚さなど

から恐山の主活動期 Tn-A，B，Cに対応している

と考えられる。とりもなおさず海底林の時代は

MIS8 となる。n1と n2との間に不整合などない

ので，冷涼で海面が低下した n1の時代から海面

が上昇するMIS8の時代前後に海底林は形成され

たと考えられる。

　4）石持納屋漁港東 500　m（図 1bの⑤）の海底

林の産状と形成時代

　石持納屋の海食崖は根古基の海岸と同じテフラ

で覆われ，12万年前の海成段丘である。ここには

幅約 20　mの砂浜があり，基盤の泥炭層を含む灰色

シルト層が潮間帯に分布して後記する倒木などを

含んでいる。地質は柱状図に示しており，i1から

i11まで区分される。i3の泥炭層にサワラの海底

林ほか化石カキや海棲貝が含まれている。i7は砂

層と 3枚の軽石層との互層である。この層は二次

堆積物であるが，恐山の TnA，B，Cに対比され

ており（石田・鎌田 , 2002），i3と i7との間に不

整合がないので海底林の形成された時代はMIS8

になる。

　5）海底林の形成時代

　上記のように海底林の形成時代は恐山火山の主

活動期の噴出物と関係しており，MIS8時代の冷

涼から温暖に移り変わる，すなわち海面低下期か

ら上昇に移り変わる時期で，年代にすれば約 25 ―

30万年前になり，その時代は火山活動が活発なた

め二次的堆積作用も盛んで樹根は堆積物で覆われ

外気と遮断され分解しないで海底林として堆積物

中に保存された。

III．海底林の持つ意義

　今まで日本の海底林はウルム氷期の最終亜氷期

の海面低下期から上昇期のもので，海面低下した

時期に大陸棚が陸地であった事実を証明している

と考えられてきた（藤井・奈須 , 1988）。地表の隆

起速度より海面の上昇速度の方が速い場合，相対

的な海水準変化が理解し易く，来るべき地球温暖

化により海面上昇が起こることを暗示している。

　これまで研究された海底林は完新世でのもので

あるが（藤井・奈須 , 1988），下北半島の海底林は

更新世中期のものであることが明らかにされた。

更新世でも気候が冷涼な海面低下期に海底林が形

成され，完新世同様な海面変動があったことを示

している。北陸の海底林の場合は急流河川による

扇状地末端での洪水堆積物による急速な埋積が保

存に大きな役割を果たした。当地域では恐山火山

作用の最も噴出の盛んな時期に火山噴出物が直接

あるいは二次的に急激に森林を埋積することに

よって樹根は保存され，根古基の樹根で見るよう

に新鮮さを保ったものであろう。青森の埋没林に

は十和田火山のように直接森林を埋積する場合と

沖積低地で排水が悪くなり洪水で埋積される 2通

りの場合があるが（青森県教育委員会 , 2001）こ

この場合は両者が重なったものである。
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表 2　海底林産地と数．
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